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高跳びは・・・ 

 相手と競争したり，記録に挑戦したりすることで楽しさや喜びを味わうこと

ができる運動である。「助走」「踏切り」「空中動作」「着地」の大きく分けて四つ

の局面から構成される。短い助走から調子よく片足で踏み切り，記録を測定する

ことによって，自己の技能の高まりを感じることができ，バーやゴム紐を跳び越

す爽快感を味わうことができる運動でもある。 

 

児童からみると・・・ 

○記録への挑戦や友達との競争が楽しい。 

○自己の記録更新や自己のめあての達成 

ができると，一層楽しいものとなる。 

▲記録を伸ばすことができないと，意欲が低下 

してしまう。 

▲バーやゴム紐に足が引っかかり，着地に 

失敗することへの恐怖心を抱いてしまう。 

 

 

 

 

本校が目指す児童の姿は・・・ 

☆３～５歩程度の短い助走から自分に合った踏切り足で上方に強

く踏み切り，高く跳ぶことができるよう，友達と積極的に関わり

ながら，自己やチームの目標達成に向けて主体的・協働的に運動

に親しむ姿。 

親しみやすい 

苦手意識に 

つながってしまう 

学習財 

（教材） 
学習過程 
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《教具・用具》 

・マット     ・ゴム紐 

 

 

 

・滑り止めシート       ・マグネットシート 

  

 

 

・ゴムバンド           ・タブレット 

 

 

 

 

（課題解決学習用） 

・ケンステップ          ・踏切り板 

 

 

 

 

踏切り足の目印用。 

助走のスタート位置

のマーキング用。 

助走の練習用。 

踏切りの練習用。 

踏切り位置の目安とする。 

・幅１cm，長さ 2.5m 

・端から 25cm の位置に洗濯ば

さみを結び，ゴム紐の両端を

リングバトンに結びつける。 

・洗濯ばさみが外れやすくなる

よう，紙やすりをかける。 

・中心にビニルテープで印を付

ける。 
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《場づくり》 

 

 

 

 

 

 

 

 

《各チームで使用するかごの中身》 

 

 

 

《全チームで使用するかごの中身》 

 

 

 

・水筒 

・学習カード  

・筆記用具（鉛筆） 

・タブレット 

・記録用紙 

○６か所，円形になるようにする（１チーム１か所使用する）。 

○助走のスタート位置の目安として，ゴム紐の中心から１ｍ，３ｍ，５ｍに

ラインを引く（助走を長くとりすぎないよう５ｍまでとする）。 

○踏切り位置の目安として，滑り止めシートを置く。 

・ケンステップ ・ゴム紐  

・リズム太鼓 ・予備の学習カード  

・予備の筆記用具（鉛筆）  など 

大 小 
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《記録測定の仕方》 

・チーム内で役割を分担して行う。 

（ゴム紐を持つ人：二人，記録をする人：一人， 

高さを見る人：一人） 

・一人２回試技する。 

・高さの設定は，試技者の自己申告制とする。 

・判定方法は，洗濯ばさみが外れたか外れていないか

で行う。 

・高さは試技者の体の部位で設定し，部位に応じて得

点化する。 

（脛１点，膝２点，もも３点，足の付け根４点，へそ５点） 
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《課題解決のために必要と予想される練習方法》 

① 助走練習 

踏切りまでの３歩にケンステップを置き，それを目印に助走から

踏み切る練習を行う。慣れてきたら，助走距離を伸ばし，歩数を増

やして行う。その際に，スタート位置への目安としてマグネットシ

ートを使いながら，自己に適した助走を見付け，踏切りゾーンで力

強く踏み切る技能を身に付けることを目的とする。 

 

 

 

② 
踏切り板 

ジャンプ 

踏み切る位置に踏切り板を置き，短い助走から片足で力強く踏み

切り，ゴム紐を跳ぶ。力強く地面（踏切り板）を蹴る技能を身に付

けることを目的とする。 

 

 

 

③ 
ななめゴム

跳び 

高さは児童の実態に合わせ，つま先側のゴム紐を高くし，腰より

も振り上げ足や抜き足を高く上げる技能を身に付けることを目的

とする。 

 

 

 

④ 立ち高跳び 

ゴム紐に対して横向きに立ち，片足ずつ跳び越える練習を行う。

高く跳ぶ動きや空中での足の動かし方，片足ずつ着地する技能を身

に付けることを目的とする。 
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《体育の学力（単元の評価規準）》 

知識・技能 

①高跳びの行い方について，言ったり書いたりしている。 

②踏切り足を決めて跳ぶことができる。 

③３～５歩程度の短い助走から強く踏み切って上方に高く

跳ぶことができる。 

④膝を柔らかく曲げて，足から着地することができる。 

思考・判断・

表現 

①自己の能力に適した課題を見付け，その課題の解決のため

の活動を選んでいる。 

②友達のよい動きや変化を見付けたり，考えたりしたことを

友達に伝えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①高跳びに進んで取り組もうとしている。 

②きまりを守り誰とでも仲よく運動しようとしている。 

③友達の考えを認めようとしている。 

④場や用具の安全を確かめている。 
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《指導計画（７時間）》 

時間 
はじめ なか おわり 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 オリエンテーション 課題の発見 知識・技能の習得 知識・技能の活用・発揮，課題のよりよい解決 

０ 

８ 

13 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 

 

37 

45 

・あいさつ 

・オリエンテーション 

（単元を通した学習

のねらい，学習の

ルール，用具の扱

い方等） 

・課題確認 

・準備 

・ウォーミングアップ 

（準備運動，感覚つく

り・動きつくりの運

動） 

・健康観察 

・試しの高跳び 

・あいさつ ・準備 ・ウォーミングアップ（準備運動，感覚つくり・動きつくり） ・健康観察 

・課題確認 

・課題発見のための練  

 習 

（「助走」「踏切り」

「空中動作」「着

地」の中から，自分

の一番の課題を見

付ける。） 

・記録測定の確認 

＜課題解決学習＞◎指導の個別化を重視する。 

学習課題を自分事として捉え，解決したい課題の解決に向けて試行錯誤す

ることを通して，知識・技能を習得することができるようにする。 

同じチームの仲間と共に，学級全体での共通課題について，その解決に向け

た活動を行う。 

 

＜予想される課題＞ 

 

 

 

＜予想される練習方法＞ 

 

 

 

＜課題解決学習＞◎学習の個性化を重視する。 

単元前半で習得した知識・技能を活用・発揮し，

試行錯誤しながら自己の課題をよりよく解決でき

るようにする。 

同じ課題をもつ友達と共に，その課題の解決に向

けた活動を行う。 

＜予想される課題＞ 

 

 

 

＜予想される練習方法＞ 

 

 

・記録測定（毎時間同じチームの仲間と共に行う。） 

・反省 ・まとめ ・クールダウン（整理運動） ・片付け ・あいさつ 

評
価
の
重
点 

知識・

技能 

  

 

 

 

  

思考・ 

判断・ 

表現 

       

主体的に 

学習に 

取り組む

態度 

       

自己の能力に適した課題 

自己の課題に応じた練習 

助走 踏切り 

助走練習 

 

踏切り板ジャンプ 

空中動作・着地 

ななめゴム跳び 

立ち高跳び 

④膝を柔らかく

曲げて，足から

着地する 

③短い助走から

強く踏み切る 

①行い方を知る 
②踏切り足を

決めて跳ぶ 

②よい動きや 

変化を伝える 

①課題を見付け， 

練習を選ぶ 

④安全を 

確かめる 

①進んで 

取り組む 

②きまりを守って 

仲よく運動する 

③友達の考えを

認める 
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展開１（１時間目 オリエンテーション） 

・教材との出合いを大切にし，「やってみたい。」「自分にもできそうだ。」という思いをも

って単元が始められるようにする。 

・単元を通した学習のねらいを伝えることで，学習への見通しや目指す姿をもつことがで

きるようにする。 

・学習におけるルールや場づくり，用具の扱い方を丁寧に指導することで，安全に学習す

ることへの意識付けをしたり，２時間目以降の学習指導場面やマネジメント場面を減ら

したりすることができるようにする。 

 

時配 過 程 ・学習内容と活動  ○指導と支援 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

 

 

 

 

 

 

健康観察 

 

オリエンテーシ

ョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

・学習カードを持って整列する。 

・マスクを着けた状態であいさつをする。 

○集合場所，並び方，服装，持ち物の置き場所について確認する。 

・ビブスはズボンにしまう。 

・かごは，間隔を空けて置くように指導する。 

 

 

○顔色を観る。 

 

・「高跳び」について知る。 

・教師の手本動画を視聴し，楽しみなことや単元を通して目指したい姿につ

いて考える。 

○「目標記録達成を目指して，少しでも高く跳べるようになってほしい。」 

「仲間と積極的に関わり合いながら学習してほしい。」といった，高跳び

の学習を通した教師のねらい（思いや願い）を伝える。 

・教師の手本動画や話（思いや願い）を踏まえ，７時間の「高跳び」の学習

を通して，どのような姿を目指したいのかを考え，学習カードに記述する。 

・単元を通した学習の課題を知る。 

・学習の内容やねらい，進め方を知る。 

 

＜１時間目＞ 

 

 

○楽しく活動するためには，けがをしないよう安全を確かめながら活動する

必要があることを確認する。（準備や片付け，課題解決学習中など） 

・チームのリーダーは，メンバーの学習カードを集め，かごに入れる。 

 

 

安全を確かめながら，楽しく高跳びをしよう。 
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10 

準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウォーミングア

ップ(感覚つく

り・動きつくり

の運動を含む) 

 

 

 

 

 

 

 

健康観察 

 

 

試しの高跳びの

説明 

 

 

 

 

反省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各グループが使う場を確認する。 

○場づくりのイメージがつかめるよう，本時（１時間目）では最初に教師が

注意点を説明しながら 1 か所を準備する。 

・安全を確かめながら各グループの準備をする。 

○場や用具が乱れた際は，必要に応じて活動を止め，整えるよう指導する。 

○ゴム紐の持ち方・立ち位置について指導する。 

 

・マスクを外して運動する。 

○単元を通して教師のかけ声に合わせてウォーミングアップをするため，広 

がり方や内容を確認する。 

 

 

 

 

 

・高跳びで特に使う部位（足首，アキレス腱等）を十分ほぐす。 

・感覚つくり・動きつくりの運動をする（８の字跳び）。 

 

・マスクを着けて整列する。 

○顔色を観るとともに，けがや体調不良がないか確認する。 

 

○安全面を考慮した上で，「着地は足の裏ですること」「自分のへそ以下の

高さで高さを設定すること」を指導する。 

・マスクを外して運動する。 

○安全を確かめながら活動していたり，何度も挑戦していたりする児童を褒

める。 

 

・チームのリーダーは，学習カードを持ってきて，メンバーに配る。 

・マスクを着け，チームごとに円になって振り返りを行う。 

①本時の学習を振り返り，簡単な選択式の設問に回答する（３段階）。 

②回答したことを基に，チームの成果や課題について話し合う。 

③話し合ったことを踏まえ，個人の成果や課題について記述する。 

○「楽しかったこと」や「うまくいったこと」等，学習の成果を中心にチ 

ームで振り返るよう声をかける。 
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まとめ 

 

 

 

 

 

クールダウン 

 

片付け 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

○学習カードを持って整列するように指示をする。 

 

・学習の成果や課題について，数人が発表し，全体で共有する。 

○自分の記述と似ていたり，同じ局面について課題に挙げていたりした場合

は挙手をするよう伝える。 

○本時のねらいである「健康・安全」に関すること中心に，できたことや頑

張りを価値付ける。 

 

○けがの有無を確認するとともに，使った部位を中心にほぐすよう指導する。 

 

○安全を確かめながら，役割分担をして素早く片付けるように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

・片付けが完了したら，学習板の前に整列する。 

・マスクを着けた状態であいさつをする。 
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展開２（２時間目 課題の発見） 

 

 

時配 過 程 ・学習内容と活動  ○指導と支援 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

 

準備 

 

 

 

ウォーミングア

ップ（感覚つく

り・動きつくり

の運動を含む) 

 

健康観察 

 

 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整列し，マスクを着けた状態であいさつをする。 

 

○安全を確かめながら，素早く準備ができるよう声をかける。 

○準備が終わった人は，正しく準備されているかを確認するように声を 

かける。 

 

・マスクを外して運動する。 

・高跳びで特に使う部位（足首，アキレス腱等）を十分ほぐす。 

○１時間目に指導したゴムの持ち方・立ち位置について，再度指導する。 

・感覚つくり・動きつくりの運動をする（８の字跳び）。 

 

・マスクを着けて整列する。 

・チームのリーダーは，学習カードを持ってきて，メンバーに配る。 

○顔色を観るとともに，けがや体調不良がないか確認する。 

 

・学習カードに記述した前時の課題とそれに対する教師のコメントを読ん  

 で，見通しをもってから学習に臨むことができるようにする。 

○前時の学習内容が確認できるよう，よく書けていた学習カードを拡大した 

ものを全体の前で紹介する。 

＜２時間目＞ 

 

 

○高跳びが「助走」「踏切り」「空中動作」「着地」の四つの局面から 

構成されることを，掲示資料を用いながら確認する。 

○拡大した写真や図を用いて，各局面を確認することができるようにする。 

○本時では，高跳びを構成する四つの局面のうち，高く跳ぶためにはど

の局面が一番の課題であるかを見付けることが学習課題であることを

伝え，学習への見通しをもつことができるようにする。 

・教師の模範試技の動画を視聴し，動きのイメージをつかむ。 

○学習課題に応じて，教師が練習方法を紹介する。 

・チームのリーダーは，メンバーの学習カードを集め，かごに入れる。 

・マスクを外して運動する。 

高いゴム紐を跳び越えるための自分の一番の課題は何だろうか。 

 

・高跳びを構成する四つの局面のうち，高いゴム紐を跳び越えるにはどの局面が自分

の一番の課題であるかを見付ける。 

・記録測定のルールについて確認する。 



４－１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

課題発見のための

練習 

 

 

 

 

記録測定について

の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録測定 

 

 

 

 

反省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

クールダウン 

・チームごとに練習を行う。 

・タブレット係が追っかけ再生で動画を撮影する（試技者の対角の場所で，

マットから１ｍ以上離れるようにする。） 

○仲間と動きを見合い，伝え合いながら練習を行うよう指導する。 

○きまりを守りながら，仲間と仲よく活動している児童を褒める。 

 

○記録測定について，以下の内容を説明する。 

・チーム内で役割を分担して行う。 

（ゴム紐を持つ人：二人，記録する人：一人，高さを見る人：一人） 

・一人２回試技する。 

・高さの設定は，試技者の自己申告制とする。 

・高さは試技者の体の部位で設定し，部位に応じて得点化する。 

（脛１点，膝２点，もも３点，足の付け根４点，へそ５点） 

・判定方法は，洗濯ばさみが外れたか外れていないかで行う。 

・チームの合計得点の平均点がその日のチームの得点となる。 

 

・マスクを外して運動する。 

○きまりを守りながら，仲間と仲よく活動している児童を褒める。 

○全てのチームの記録測定が終わったら，水分補給をし，チームごとに 

円になって振り返りを行うように指示する。 

 

・チームのリーダーは，学習カードを持ってきて，メンバーに配る。 

・マスクを着け，チームごとに円になって振り返りを行う。 

①本時の学習を振り返り，簡単な選択式の設問に回答する（３段階）。 

②回答したことを基に，チームの成果や課題について話し合う。 

③話し合ったことを踏まえ，個人の成果や課題について記述する。 

○チームでの話合いを受けて，高跳びの四つの局面のうち，どこがどの

ように課題であるかを考え，できるだけ詳しく具体的に記述するよう

に声をかける。 

○学習カードを持って整列するように指示をする。 

 

・学習課題に対する成果や課題について，数人が発表し，全体で共有す 

る。 

○自分の記述と似ている場合は挙手をするよう伝える。 

○児童の発言や学習カードへの記述を基に，児童と合意形成を図りなが 

ら，学習課題に対するまとめをする。 

○学習課題である「課題の発見」や本時のねらいである「公正・協力」

に関することを中心に，できたことや頑張りを価値付ける。 

○けがの有無を確認するとともに，使った部位を中心にほぐすよう指導 



４－１３ 

 

 

 

片付け 

 

あいさつ 

する。 

 

○安全を確かめながら，役割分担をして素早く片付けるように指導する。 

 

・片付けが完了したら，学習板の前に整列する。 

・マスクを着けた状態であいさつをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４－１４ 

 

展開３（３時間目～５時間目 知識・技能の習得） 

 

 

 

 
時配 過 程 ・学習内容と活動  ○指導と支援 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

 

準備 

 

 

 

ウォーミングア

ップ（感覚つく

り・動きつくり

の運動を含む) 

 

健康観察 

 

 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整列し，マスクを着けた状態であいさつをする。 

 

○素早く安全を確かめながら，準備ができるよう声をかける。 

○準備するものがない人は，正しく準備されているかを確認するように声を 

かける。 

 

・マスクを外して運動する。 

・高跳びで特に使う部位（足首，アキレス腱等）を十分ほぐす。 

・感覚つくり・動きつくりの運動をする（８の字跳び）。 

 

 

・マスクを着けて整列する。 

・チームのリーダーは，学習カードを持ってきて，メンバーに配る。 

○顔色を観るとともに，けがや体調不良がないか確認する。 

 

・学習カードに記述した前時の課題とそれに対する教師のコメントを読ん  

 で，見通しをもってから学習に臨むことができるようにする。 

○前時の学習内容が確認できるよう，よく書けていた学習カードを拡大した 

ものを全体の前で紹介する。 

＜３時間目＞ 

 

 

＜４時間目＞ 

 

 

＜５時間目＞ 

 

 

○観察や学習カードから見取った１時間目の児童の実態（思いや気付き，困

り感）に応じて，学習課題の順番を入れ替える。 

・チームのリーダーは，メンバーの学習カードを集め，かごに入れる。 

 

高いゴム紐を跳び越えるためには，どのように踏み切ればよいだろうか。 

決めた足で踏み切って跳ぶには，どのように助走すればよいだろうか。 

 

空中でゴム紐に引っかからないように跳ぶには，どうすればよいだろうか。 

 

 

・「指導の個別化」を重視する。 

・児童の主体的な学びを重視し，最も多くの児童が課題として挙げていた局面から学

習することで，学習課題を自分事として捉え，解決したい課題の解決に向け試行錯

誤することができるようにする。 

 



４－１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

課題解決学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録測定 

 

 

 

 

 

 

反省 

 

・マスクを外して運動する。 

・チームごとに練習を行う。 

【踏切り板ジャンプ】《課題が「踏切り」》 

 

 

 

 

 

【助走練習】《課題が「助走」》 

 

 

 

 

 

 

 

【ななめゴム跳び】《課題が「空中動作」》 

 

 

 

 

【立ち高跳び】《課題が「空中動作」「着地」》 

 

 

 

 

○友達と動きを見合い，伝え合いながら練習を行うよう指導する。 

○何度も練習に取り組んでいたり，仲間と積極的に関わり合ったりして

いる児童を褒める。 

 

・マスクを外して運動する。 

・記録測定が終わり，周りのチームがまだ終わっていない場合は，自分

のチームの場で練習するように伝える。 

○仲間と積極的に関わり合っている児童を褒める。  

○全てのチームの記録測定が終わったら，水分補給をし，チームごとに 

円になって振り返りを行うように指示する。 

 

・チームのリーダーは，学習カードを持ってきて，メンバーに配る。 

・マスクを着け，チームごとに円になって振り返りを行う。 

踏み切る位置に踏切り板を置き，短い助走から片

足で力強く踏み切り，ゴム紐を跳ぶ。力強く地面（踏

切り板）を蹴る技能を身に付けることを目的とする。 

踏切りまでの３歩にケンステップを置き，それを目印

に助走から踏み切る練習を行う。慣れてきたら，助走距離

を伸ばし，歩数を増やして行う。その際に，スタート位置

への目安としてマグネットシートを使いながら，自己に

適した助走を見付け，踏切りゾーンで力強く踏み切る技

能を身に付けることを目的とする。 

高さは児童の実態に合わせ，つま先側のゴム紐を高

くし，腰よりも振り上げ足や抜き足を高く上げる技能

を身に付けることを目的とする。 

ゴム紐に対して横向きに立ち，片足ずつ跳び越える

練習を行う。高く跳ぶ動きや空中での足の動かし方，片

足ずつ着地する技能を身に付けることを目的とする。 



４－１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

クールダウン 

 

 

片付け 

 

あいさつ 

①本時の学習を振り返り，簡単な選択式の設問に回答する（３段階）。 

②回答したことを基に，チームの成果や課題について話し合う。 

③話し合ったことを踏まえ，個人の成果や課題について記述する。 

○チームでの話合いを受けて，めあてを達成するために自分がどのよう

に学習に取り組んだのかを振り返り，できるだけ詳しく具体的に記述

するように声をかける。 

○学習カードを持って整列するように指示をする。 

 

・学習課題に対する成果や課題について，数人が発表し，全体で共有す 

る。 

○自分の記述と似ている場合は挙手をするよう伝える。 

○児童の発言や学習カードへの記述を基に，児童と合意形成を図りなが 

ら，学習課題に対するまとめをする。 

○学習課題や本時のねらいに関することを中心に，できたことや頑張り

を価値付ける。 

 

○けがの有無を確認するとともに，使った部位を中心にほぐすよう指導 

する。 

 

○安全を確かめながら，役割分担をして素早く片付けるように指導する。 

 

・片付けが完了したら，学習板の前に整列する。 

・マスクを着けた状態であいさつをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４－１７ 

 

展開４（６時間目～７時間目 知識・技能の活用・発揮，課題のよりよい解決） 

 

 

 

時配 過 程 ・学習内容と活動  ○指導と支援 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

 

準備 

 

 

 

ウォーミングア

ップ（感覚つく

り・動きつくり

の運動を含む) 

 

健康観察 

 

 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整列し，マスクを着けた状態であいさつをする。 

 

○素早く安全を確かめながら，準備ができるよう声をかける。 

○準備するものがない人は，正しく準備されているかを確認するように声を 

かける。 

 

・マスクを外して運動する。 

・高跳びで特に使う部位（足首，アキレス腱等）を十分ほぐす。 

・感覚つくり・動きつくりの運動をする（８の字跳び）。 

 

 

・マスクを着けて整列する。 

・チームのリーダーは，学習カードを持ってきて，メンバーに配る。 

○顔色を観るとともに，けがや体調不良がないか確認する。 

 

・学習カードに記述した前時の課題とそれに対する教師のコメントを読ん  

 で，見通しをもってから学習に臨むことができるようにする。 

○前時の学習内容が確認できるよう，よく書けていた学習カードを拡大した 

ものを全体の前で紹介する。 

＜６時間目＞ 

 

 

＜７時間目＞ 

 

 

・６，７時間目は，「これまでの学習を通して，自分の課題だと感じている 

局面の動きを習得・習熟するための時間であること」「自分の課題に合わ 

せて練習の場を選択し，チームの仲間とではなく同じ場を選んだ友達と練 

習を行うこと」を伝え，学習への見通しがもてるようにする。 

○前時の学習カードの記述を基に，最初に準備する場の種類と数を事前に決 

めておく。その場を最初に準備するよう，掲示資料を用いながら説明する。 

より高い点数を取るために，自分の課題に合った練習をしよう。 

これまで学習してきたことを振り返りながら，よりよい姿を目指して跳ぼう。 

 

・「学習の個性化」を重視する。 

・単元の最後の時間（７時間目）では，高跳びの学習を通して，「分かったこと」や「で

きるようになったこと」を振り返ることで，肯定的に単元を終えることができるよ

うにする。 

 



４－１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題解決学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録測定 

 

 

○途中で場や段階を変えて練習を行ってもよいことを伝える。 

・チームのリーダーは，メンバーの学習カードを集め，かごに入れる。 

 

・マスクを外して運動する。 

・自分の課題に合った練習の場を選択し，その場で段階を選んで練習を行 

う。 

【踏切り板ジャンプ】《課題が「踏切り」》 

 

 

 

 

 

【助走練習】《課題が「助走」》 

 

 

 

 

 

 

 

【ななめゴム跳び】《課題が「空中動作」》 

 

 

 

 

【立ち高跳び】《課題が「空中動作」「着地」》 

 

 

 

 

○友達と動きを見合い，伝え合いながら練習を行うよう指導する。 

○児童の選択に応じて，場の種類や数を教師が決め，児童に準備するように 

伝える。また，活動中の人数に応じて，場の増減を行う。 

○仲間と積極的に関わり合い，仲間の考えを認めながら取り組んでいる

児童を褒める。 

 

・マスクを外して運動する。 

・記録測定が終わり，周りのチームがまだ終わっていない場合は，自分

のチームの場で練習するように伝える。 

踏み切る位置に踏切り板を置き，短い助走から片

足で力強く踏み切り，ゴム紐を跳ぶ。力強く地面（踏

切り板）を蹴る技能を身に付けることを目的とする。 

踏切りまでの３歩にケンステップを置き，それを目印

に助走から踏み切る練習を行う。慣れてきたら，助走距離

を伸ばし，歩数を増やして行う。その際に，スタート位置

への目安としてマグネットシートを使いながら，自己に

適した助走を見付け，踏切りゾーンで力強く踏み切る技

能を身に付けることを目的とする。 

高さは児童の実態に合わせ，つま先側のゴム紐を高

くし，腰よりも振り上げ足や抜き足を高く上げる技能

を身に付けることを目的とする。 

ゴム紐に対して横向きに立ち，片足ずつ跳び越える

練習を行う。高く跳ぶ動きや空中での足の動かし方，片

足ずつ着地する技能を身に付けることを目的とする。 



４－１９ 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

反省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クールダウン 

 

 

片付け 

 

あいさつ 

○仲間と積極的に関わり合い，仲間の考えを認めながら取り組んでいる

児童を褒める。 

○全てのチームの記録測定が終わったら，水分補給をし，チームごとに 

円になって振り返りを行うように指示する。 

 

・チームのリーダーは，学習カードを持ってきて，メンバーに配る。 

・マスクを着け，チームごとに円になって振り返りを行う。 

①本時の学習を振り返り，簡単な選択式の設問に回答する（３段階）。 

②回答したことを基に，チームの成果や課題について話し合う。 

③話し合ったことを踏まえ，個人の成果や課題について記述する。 

○チームでの話合いを受けて，めあてを達成するために自分がどのよう

に学習に取り組んだのかを振り返り，できるだけ詳しく具体的に記述

するように声をかける。 

○学習カードを持って整列するように指示をする。 

 

・学習課題に対する成果や課題について，数人が発表し，全体で共有す 

る。 

○自分の記述と似ている場合は挙手をするよう伝える。 

○児童の発言や学習カードへの記述を基に，児童と合意形成を図りなが 

ら，学習課題に対するまとめをする。 

○「仲間と積極的に関わり合いながら活動できていたチーム」や「練習 

の成果を発揮し，自己記録を更新することができた児童」等を全体の 

前で称賛する。 

○記録や勝ち負けに関係なく，学習を価値付けられるようにする。 

○単元の最後の時間（７時間目）では，単元を通して一人一人やチーム 

が成長したことを全体に伝えることで学びの過程を価値付け，学習し

たことをこれからの学習や生活に生かしていこうと方向付けることが

できるようにする。 

 

○けがの有無を確認するとともに，使った部位を中心にほぐすよう指導 

する。 

 

○安全を確かめながら，役割分担をして素早く片付けるように指導する。 

 

・片付けが完了したら，学習板の前に整列する。 

・マスクを着けた状態であいさつをする。 

 

 

 

 



４－２０ 

 

評価に際する判定基準（４年「高跳び」） 

＜１時間目＞ 

体育の学力 

（評価規準） 
主体的に学習に取り組む態度④ 

評価場面 試しの高跳び 

評価方法 観察 

判定基準 

A 跳躍の度に，場や用具の安全を確かめている。 

B 場や用具の安全を確かめている。 

C 

場や用具の安全を確かめていない。 

→場や用具の安全に気を配ることの大切さを伝えた上で，教師と共に場や用具の

安全を確かめるようにする。 

 

＜２時間目＞ 

体育の学力 

（評価規準） 
主体的に学習に取り組む態度② 

評価場面 課題解決学習 

評価方法 観察 

判定基準 

A きまりを守り，進んで友達と関わりながら運動しようとしている。 

B きまりを守り，誰とでも仲よく運動しようとしている。 

C 

きまりを守ろうとしない，友達と仲よく運動しようとしていない。 

→きまりを守ったり，助け合ったりすることのよさについて，一緒に確認し，できていた

ら称賛の声をかける。 

  

 

 

 

 

 



４－２１ 

 

＜３時間目＞ 

体育の学力 

（評価規準） 
知識・技能② 主体的に学習に取り組む態度⓵ 

評価場面 課題解決学習 記録測定 

評価方法 観察 観察 

判定基準 

A 
 踏切り足を決めて力強く跳ぶことが

できる。 

 高跳びに何度も進んで取り組もうと

している。 

B 
踏切り足を決めて跳ぶことができる。 高跳びに進んで取り組もうとしてい

る。 

C 

踏切り足を決めて跳ぶことができな

い。 

→教師と共に段ボールを左右の足で跳

び越し，踏み切りやすい足を決定する。 

 高跳びに進んで取り組もうとしてい

ない。 

→何に困っているのか児童に寄り添って聞

き，励ましの声をかけたり，よいところ

を褒めたりする。  

 

＜４時間目＞ 

体育の学力 

（評価規準） 
知識・技能③ 

評価場面 課題解決学習 

評価方法 観察 

判定基準 

A 
３～５歩程度の短い助走から力強く踏み切って上方により高く跳ぶことがで

きる。 

B ３～５歩程度の短い助走から強く踏み切って上方に高く跳ぶことができる。 

C 

３～５歩程度の短い助走から強く踏み切って上方に高く跳ぶことができない。 

→「タ・タ・タン」「タン・タ・タン」などの口伴奏を言いながら，一緒に助走・

踏切り練習を行う。 

 

 

 

 

 



４－２２ 

 

＜５時間目＞ 

体育の学力 

（評価規準） 
知識・技能④ 思考・判断・表現② 

評価場面 記録測定 反省 

評価方法 観察 学習カード，観察 

判定基準 

A 

膝を柔らかく曲げて，足から安定した

着地をすることができる。 

友達のよい動きや変化を見付けたり，

考えたりしたことを友達に分かりやす

い表現で伝えている。 

B 
膝を柔らかく曲げて，足から着地する

ことができる。 

友達のよい動きや変化を見付けたり，

考えたりしたことを友達に伝えている。 

C 

膝を柔らかく曲げて，足から着地する

ことができない。 

→跳び箱の１段目からエバーマットに跳び

下りる練習を一緒に行う。 

友達のよい動きや変化を見付けたり，

考えたりしたことを友達に伝えていな

い。 

→どのような動きや変化がよい動きなの

かを一緒に確認し，友達に伝えること

ができるように声をかける。 

 

＜６時間目＞ 
体育の学力 

（評価規準） 
思考・判断・表現① 

評価場面 課題解決学習 

評価方法 学習カード，観察 

判定基準 

A 
自己の能力に適した課題を見付け，その課題の解決のための活動を選んだり，その

活動を選んだ理由を具体的に学習カードに記述したりしている。 

B 自己の能力に適した課題を見付け，その課題の解決のための活動を選んでいる。 

C 

自己の能力に適した課題を見付け，その課題の解決のための活動を選ぶことができない。 

→既習事項をヒントにして選ぶことができるよう，掲示資料や本時までの学習カードを

一緒に確認する。 

 

 

 

 



４－２３ 

 

＜７時間目＞ 

体育の学力 

（評価規準） 
主体的に学習に取り組む態度③ 知識・技能① 

評価場面 課題解決学習 反省 

評価方法 観察 学習カード，観察 

判定基準 

A 
仲間の考えや取組のよさを積極的に

認めようとしている。 

 高跳びの行い方について，詳しく言

ったり書いたりしようとしている。 

B 
仲間の考えや取組を認めようとして

いる。 

高跳びの行い方について，言ったり

書いたりしようとしている。 

C 

仲間の考えや取組を認めようとして

いない。 

→互いの考えや取組を認め合いながら

活動することのよさを伝え，仲間の

考えや取組について一緒に確認す

る。 

高跳びの行い方について，言ったり書

いたりすることができない。 

→前時までの掲示物を使いながら一緒

に確認し，それらを活用しながら言っ

たり書いたりするよう声をかける。 

 


